別表（第５条関係）
補償の内容と補償額
１　障害補償
業務上の負傷又は疾病が治癒した後，身体に障害が存するときは，その障害の程度に応じて次表に定める額を支給する。障害等級は，労災保険法により決定する。障害が２以上ある場合又は障害の程度を加重した場合は，労災保険法の規定を準用し障害等級を決定する。
補償額
	　
	補償額

	
	業務上災害（万円）
	通勤災害（万円）

	後遺障害１級
	１，５４０
	９７５

	後遺障害２級
	１，５００
	９４０

	後遺障害３級
	１，４６０
	９０５

	後遺障害４級
	８７５
	５５０

	後遺障害５級
	７４５
	４７０

	後遺障害６級
	６１５
	３９０

	後遺障害７級
	４８５
	３１０

	後遺障害８級
	３２０
	１９５

	後遺障害９級
	２５０
	１５５

	後遺障害１０級
	１９５
	１２０

	後遺障害１１級
	１４５
	９０

	後遺障害１２級
	１０５
	６５

	後遺障害１３級
	７５
	４５

	後遺障害１４級
	４５
	３０


２　遺族補償
業務上死亡した場合は，遺族に対し次の額を支給する。ただし，障害補償支給後，再発のため死亡した場合は，遺族補償額から給付を行った障害補償額を控除した差額を支給する。
補償額
	　
	補償額

	
	業務上災害（万円）
	通勤災害（万円）

	死亡
	１，８６０
	１，１３０


